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規
　
則

◯
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
七
・
総
務
課
）
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
八
・
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
日
額
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
九
・
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
（
七
〇
・
人
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

◯
秋
田
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
形
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
七
一
・
福
祉
政
策
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

◯
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七

二
・
障
害
福
祉
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

◯
県
の
衛
生
関
係
施
設
の
使
用
料
並
び
に
手
数
料
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
（
七
三
・
健
康
対
策
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

◯
健
康
増
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
四
・
健
康
対
策
課
）
…
…
…
…
…
…
…
７

訓
　
令

◯
官
報
掲
載
及
び
出
版
物
送
付
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
（
七
・
総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

議
会
訓
令

◯
秋
田
県
議
会
事
務
局
の
組
織
及
び
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
一
・
議

会
事
務
局
総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
六
十
七
号

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
細
則
（
平
成
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
条
中
「
五
年
」
の
下
に
「
（
公
立
大
学
法
人
に
あ
っ
て
は
、
六
年
）
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
八
号

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
旅
費
支
給
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
一
条
の
三
中
「
秋
田
県
立
大
学
の
学
長
」
を
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受

け
る
職
員
の
職
務
に
相
当
す
る
職
務
に
あ
る
者
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
１
　
行
政
職
給
料
表
の
各
級
に
相
当
す
る
職
務
の
級
（
第
２
条
関
係
）

１

規
　
　
　
　
　
　
則

ペ
ー
ジ

別
表
第
１
行
政
職
給
料
表
の
各
級
に
相
当
す
る
職
務
の
級
（
第
２
条
関
係
）

行
政
職
給
料

表公
安
職
給
料

表海
事
職
給
料

表教
育
職
給
料

表 （
一
）

１
級

１
級
及
び

２
級

１
級

２
級
の
８

号
給
以
下

１
級
の
6
4

号
給
以
下

２
級
の
1
2

号
給
以
下

２
級

３
級

２
級
の
９

号
給
以
上

１
級
の
6
5

号
給
以
上

２
級
の
1
3

号
給
か
ら

３
級

４
級

３
級

２
級
の
2
9

号
給
か
ら

２
級
の
3
6

号
給
ま
で

４
級
及
び

５
級

５
級
及
び

６
級

４
級
及
び

５
級

２
級
の
3
7

号
給
以
上

６
級
及
び

７
級

７
級

８
級
及
び

９
級

８
級
及
び

９
級

３
級
及
び

４
級
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２

教
育
職
給
料

表（
二
）

研
究
職
給
料

表医
療
職
給
料

表（
一
）

医
療
職
給
料

表 （
二
）

医
療
職
給
料

表 （
三
）

現
業
職
給
料

表以上の各

一
般
職
の

任
期
付
研

究
員
の
採

用
等
に
関

１
級
の
6
4

号
給
以
下

２
級
の
2
4

号
給
以
下

１
級

２
級
の
2
0

号
給
以
下

１
級
の
1
6

号
給
以
下

１
級

２
級
の
2
0

号
給
以
下

１
級
及
び

２
級

１
級
か
ら

４
級
ま
で

２
級
の
2
8

号
給
ま
で

１
級
の
6
5

号
給
以
上

２
級
の
2
5

号
給
か
ら

２
級
の
4
0

号
給
ま
で

２
級
の
2
1

号
給
か
ら

２
級
の
4
4

号
給
ま
で

１
級
の
1
7

号
給
か
ら

１
級
の
2
8

号
給
ま
で

２
級
の
2
1

号
給
以
上

３
級
の
3
6

号
給
以
下

５
級
及
び

６
級

２
級
の
4
1

号
給
か
ら

２
級
の
4
8

号
給
ま
で

２
級
の
4
5

号
給
以
上

３
級
の
８

号
給
以
下

１
級
の
2
9

号
給
以
上

３
級
及
び

４
級

３
級
の
3
7

号
給
以
上

４
級

２
級
の
4
9

号
給
以
上

３
級
の
1
6

号
給
以
下

３
級
の
９

号
給
以
上

２
級

５
級

５
級

１
号
給
又

は
２
号
給

の
給
料
月

額
を
受
け

４
級

３
級
の
４

号
給
以
下

６
級

６
級

３
号
給
又

は
４
号
給

の
給
料
月

額
を
受
け

３
級
の
1
7

号
給
以
上

４
級

５
級

３
級
の
５

号
給
以
上

４
級

７
級

５
号
給
又

は
６
号
給

の
給
料
月

額
を
受
け

給料表の適用を受けない者

す
る
条
例

（
平
成
1
2

年
秋
田
県

条
例
第

1
5
2
号
）

第
５
条
第

１
項
の
給

料
表
の
適

用
を
受
け

る
職
員

一
般
職
の

任
期
付
研

究
員
の
採

用
等
に
関

す
る
条
例

第
５
条
第

２
項
の
給

料
表
の
適

用
を
受
け

る
職
員

臨
時
職
員

以
外
の
職

員臨
時
の
職

員

日
額
8,500

円
未
満
の

給
与
を
受

け
る
者

全
職
員

日
額
8,500

円
以
上

1
0
,0
0
0
円

未
満
の
給

与
を
受
け

る
者

全
職
員

日
額
10,000

円
以
上
の

給
与
を
受

け
る
者

る
者

行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
者

と
の
均
衡
を
考
慮
し
、
旅
行
命
令
権

者
が
相
当
と
認
め
る
者

る
者

る
者
（
６

号
給
を
超

え
る
給
料

月
額
を
受

け
る
者
を

含
む
。）

備
考１
　
こ
の
表
に
お
い
て
公
安
職
給
料
表
、
海
事
職
給
料
表
、
教
育
職
給
料
表 （
一
）、
教
育
職
給

料
表 （
二
）、
研
究
職
給
料
表
、
医
療
職
給
料
表（
一
）、
医
療
職
給
料
表（
二
）及
び
医
療
職
給
料
表
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別
表
第
一
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
日
額
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
六
十
九
号

秋
田
県
日
額
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
日
額
旅
費
支
給
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
、
福
岡
事
務
所
又
は
東
京
産
業
観
光
セ
ン
タ
ー
」
を
「
又
は
福
岡
事
務
所
」
に
改
め

る
。附

則
第
二
項
中
「
二
級
以
下
」
を
「
一
級
」
に
、
「
三
級
」
を
「
二
級
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
中
「
三
級
」
を
「
二
級
」
に
、
「
二
級
以
下
」
を
「
一
級
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
東
京
産
業
観
光
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

別
表
第
四
中
「
九
級
」
を
「
七
級
」
に
、
「
八
級
」
を
「
六
級
」
に
、
「
六
級
」
を
「
四
級
」

に
、
「
五
級
及
び
四
級
」
を
「
三
級
」
に
、
「
三
級
及
び
二
級
」
を
「
二
級
」
に
改
め
る
。

附
　
則

３

備
考
　
こ
の
表
に
お
い
て
公
安
職
給
料
表
、
海
事
職
給
料
表
、
教
育
職
給
料
表（
一
）、
教
育
職
給

料
表 （
二
）、
研
究
職
給
料
表
、
医
療
職
給
料
表（
一
）、
医
療
職
給
料
表（
二
）及
び
医
療
職
給
料
表

（
三
）と
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ

の
給
料
表
を
い
い
、
現
業
職
給
料
表
と
は
、
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
第

２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
給
料
表
を
い
う
。

（
三
）と
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
2
8
年
秋
田
県
条
例
第
2
2
号
）
第

４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
給
料
表
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
2
6
1

号
）
第
2
8
条
の
４
第
１
項
、
第
2
8
条
の
５
第
１
項
又
は
第
2
8
条
の
６
第
１
項
若
し
く
は

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
係
る

部
分
を
除
く
。
）
を
い
い
、
現
業
職
給
料
表
と
は
、
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

規
程
（
昭
和
4
0
年
秋
田
県
訓
令
第
1
1
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
給
料
表
（
再
任
用

職
員
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
を
い
う
。

２
　
給
料
表
の
適
用
を
受
け
な
い
者
の
受
け
る
給
与
が
月
額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

当
該
月
額
を
2
1
で
除
し
て
得
た
額
を
日
額
と
し
て
こ
の
表
を
適
用
す
る
。

３
　
主
任
指
導
主
事
、
指
導
主
事
、
主
任
社
会
教
育
主
事
、
社
会
教
育
主
事
、
主
任
管
理

主
事
、
管
理
主
事
、
主
任
学
芸
主
事
、
学
芸
主
事
、
主
任
ス
ポ
ー
ツ
主
事
又
は
ス
ポ
ー
ツ

主
事
の
職
に
あ
る
者
で
教
育
職
給
料
表 （
一
）３
級
又
は
教
育
職
給
料
表（
二
）３
級
の
1
7
号
給
以

上
の
給
料
を
受
け
る
も
の
の
「
相
当
す
る
職
務
」
は
、
こ
の
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

行
政
職
給
料
表
６
級
に
相
当
す
る
職
務
と
す
る
。

別
表
第
１
の
２
再
任
用
職
員
の
行
政
職
給
料
表
の
各
級
に
相
当
す
る
職
務
の
級
（
第
２
条
関
係
）

行
政
職
給
料

表公
安
職
給
料

表海
事
職
給
料

表教
育
職
給
料

表 （
一
）

教
育
職
給
料

表 （
二
）

研
究
職
給
料

表医
療
職
給
料

１
級

１
級
及
び

２
級

１
級

１
級

１
級

２
級

３
級

２
級

２
級

１
級

３
級

４
級

３
級

２
級

３
級

４
級
及
び

５
級

５
級
及
び

６
級

４
級
及
び

５
級

２
級

６
級
及
び

７
級

７
級

４
級

３
級

８
級
及
び

９
級

８
級
及
び

９
級

３
級
及
び

４
級

５
級

４
級

表（
一
）

医
療
職
給
料

表 （
二
）

医
療
職
給
料

表 （
三
）

現
業
職
給
料

表

１
級

１
級
及
び

２
級

１
級
か
ら

４
級
ま
で

２
級

３
級

５
級
及
び

６
級

３
級
及
び

４
級

４
級

５
級

５
級

６
級

６
級

７
級
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こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
七
十
号

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十

三
年
秋
田
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
当
該
」
を
「
同
表
の
」
に
改
め
、
「
職
員
災
害
報
告
書
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
り
」

を
削
り
、
「
報
告
を
」
を
「
そ
の
旨
を
報
告
」
に
改
め
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

削
除

第
八
条
の
見
出
し
を
「
（
補
償
の
請
求
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
本
条
及
び
第
十
条
」
を
「
こ
の

条
」
に
、
「
お
い
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
「
の
所
属
の
長
」
の
下
に
「
。
第
二
十
四
条

第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
加
え
、
「
、
受
け
よ
う
と
す
る
補
償
の
種
類
に
応
じ
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
補
償
の
請
求
書
を
」
を
削
り
、
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
補
償
の
請
求
を
し

な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
る
。

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
条

削
除

第
十
一
条
第
一
項
中
「
（
様
式
第
十
六
号
）
」
を
削
る
。

第
十
四
条
中
「
一
回
二
月
一
日
か
ら
同
月
末
日
ま
で
の
間
」
を
「
二
月
」
に
改
め
、
「
傷
病
の
現

状
報
告
書
（
様
式
第
十
七
号
）
、
障
害
の
現
状
報
告
書
（
様
式
第
十
八
号
）
又
は
遺
族
の
現
状
報
告

書
（
様
式
第
十
九
号
）
に
よ
り
」
を
削
る
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を
「
（
所
在
不
明
に
よ
る
支
給
の
停
止
等
の
通
知
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一

項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
き
」
を
「
条
例
第
十
六
条
の
規
定

に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十

一
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
「
当
該
」
の
下
に
「
支
給
の

停
止
又
は
支
給
の
停
止
の
解
除
に
係
る
」
を
加
え
、
「
者
に
」
を
「
者
に
、
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
中
「
三
級
」
を
「
二
級
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
中
「
（
様
式
第
二
十
二
号
）
」
、
「
（
様
式
第
二
十
三
号
）
」
及
び
「
（
様
式
第
二

十
四
号
）
」
を
削
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
補
則
）

第
二
十
六
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
及
び
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
別
に
定
め
る
。

附
則
第
五
項
中
「
に
お
い
て
例
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
」
に
、
「
第
二
十
九
条
第
六
項
」

を
「
第
二
十
九
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
二
十
四
号
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
形
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
七
十
一
号

秋
田
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
形
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
形
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
六

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
適
合
証
交
付
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申

請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第
二
号
」
を
「
様
式
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
特
定
生
活
関
連
施
設
新
築
等
協
議
書
（
様
式
第
三
号
）
」
を
「
別
に
定
め
る

様
式
に
よ
る
協
議
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
特
定
生
活
関
連
施
設
変
更
協
議
書
（
様
式
第
四

号
）
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
変
更
協
議
書
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
特
定
生
活
関
連
施
設
工
事
完
了
届
出
書
（
様
式
第
五
号
）
」
を
「
別
に
定
め
る
様

式
に
よ
る
届
出
書
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
様
式
第
六
号
」
を
「
様
式
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
特
定
生
活
関
連
施
設
適
合
状
況
報
告
書
（
様
式
第
七
号
）
」
を
「
別
に
定
め
る
様

式
に
よ
る
報
告
書
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
項
「
特
定
生
活
関
連
施
設
新
築
等
通
知
書
（
様
式
第
八
号
）
」
を
「
別
に
定
め
る

様
式
に
よ
る
通
知
書
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
知
事
が
」
を
削
る
。

別
表
第
一
第
一
号
の
表
七
の
項
中
「
第
七
条
第
二
十
二
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
五
項
」
に
、

「
第
七
条
に
」
を
「
第
七
条
第
一
項
に
」
に
、
「
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
、
知
的
障
害
者
福
祉

法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設
、
精
神
保
健

４
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及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
」
を
「
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
」
に
改

め
、
「
規
定
す
る
保
護
施
設
」
の
下
に
「
、
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
」
を
加
え
る
。

様
式
第
一
号
を
削
り
、
様
式
第
二
号
を
様
式
第
一
号
と
し
、
様
式
第
三
号
か
ら
様
式
第
五
号
ま
で

を
削
り
、
様
式
第
六
号
を
様
式
第
二
号
と
し
、
様
式
第
七
号
及
び
様
式
第
八
号
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
第
一
号
の
表
七
の

項
の
改
正
規
定
（
「
第
七
条
第
二
十
二
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
部
分
を
除

く
。
）
は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
七
十
二
号

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
七
年
秋
田
県
規
則
第
四

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
申
請
等
に
係
る
調
査
及
び
報
告
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
、
法
第
二
十

四
条
、
法
第
二
十
五
条
、
法
第
二
十
五
条
の
二
、
法
第
二
十
六
条
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
申
請
、
法

第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
若
し
く
は
第
二
十
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
報
」
に
、
「
申

請
、
通
報
又
は
届
出
が
あ
つ
た
」
を
「
届
出
が
あ
っ
た
」
に
、
「
所
要
事
項
を
様
式
第
一
号
に
よ
る

調
査
票
に
よ
り
す
み
や
か
に
」
を
「
所
要
の
事
項
を
速
や
か
に
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
法
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
、
法
第
二
十
九
条
の
四
第
二
項
、
法
第
三
十
八
条
の
六

第
一
項
又
は
法
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
九
条
の
四
第
二
項
、
第
三
十
八
条
の
六

第
一
項
又
は
」
に
、
「
様
式
第
二
号
に
よ
る
診
察
依
頼
書
を
交
付
す
る
」
を
「
書
面
に
よ
り
診
察
を

依
頼
す
る
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
法
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
、
法
第
二
十
九
条
の
四
第
二
項
、
法
第
三
十
八
条
の
六

第
一
項
又
は
法
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
九
条
の
四
第
二
項
、
第
三
十
八
条
の
六

第
一
項
又
は
」
に
、
「
行
つ
た
」
を
「
行
っ
た
」
に
改
め
、
「
様
式
第
三
号
に
よ
る
」
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
又
は
法
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
「
、
様
式
第
四
号
に
よ
る
通
知
書
に
よ

り
」
を
削
り
、
「
当
た
つ
て
」
を
「
当
た
っ
て
」
に
改
め
、
「
者
に
」
の
下
に
「
そ
の
旨
を
」
を
加

え
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
法
」
を
「
又
は
」
に
、
「
に
よ
る
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
の
入
院
措

置
を
決
定
し
た
」
を
「
を
入
院
さ
せ
よ
う
と
す
る
」
に
、
「
、
様
式
第
五
号
に
よ
る
通
知
書
に
よ

り
」
を
「
そ
の
旨
を
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
の
四
又
は
法
」
を
「
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
又
は
」
に
改

め
、
「
、
様
式
第
六
号
に
よ
る
通
知
書
に
よ
り
」
を
削
り
、
「
そ
の
者
を
収
容
し
て
」
を
「
当
該
措

置
入
院
者
を
入
院
さ
せ
て
」
に
改
め
、
「
管
理
者
に
」
の
下
に
「
そ
の
旨
を
」
を
加
え
、
同
条
第
二

項
中
「
と
き
に
」
の
下
に
「
つ
い
て
」
を
、
「
者
が
」
の
下
に
「
当
該
措
置
入
院
者
の
」
を
加
え
、

同
条
第
三
項
中
「
、
法
第
三
十
八
条
の
三
第
四
項
又
は
法
」
を
「
法
第
三
十
八
条
の
三
第
四
項
又

は
」
に
改
め
、
「
よ
る
」
の
下
に
「
退
院
の
」
を
加
え
、
「
当
該
命
令
」
を
「
当
該
退
院
命
令
」
に

改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
対
し
、
法
」
を
「
対
し
法
」
に
、
「
よ
る
命
令
」
を
「
よ
る
退
院
の
命

令
」
に
、
「
場
合
」
を
「
と
き
」
に
、
「
同
条
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
者
が
」
を
「
当
該
請
求

を
し
た
者
が
当
該
入
院
中
の
者
の
」
に
改
め
、
「
命
令
に
係
る
」
を
削
る
。

第
七
条
及
び
第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
死
亡
報
告
」
を
「
死
亡
の
報
告
」
に
改
め
、
同
条
中
「
又
は
精
神
病
院
の

管
理
者
」
を
削
り
、
「
様
式
第
九
号
に
よ
る
報
告
書
」
を
「
そ
の
旨
」
に
、
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」

を
「
報
告
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
十
条
の
見
出
し
を
「
（
仮
退
院
の
許
可
の
申
請
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
規
定
に
よ

る
」
の
下
に
「
仮
退
院
の
」
を
加
え
、
「
様
式
第
十
号
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、

同
条
第
三
項
中
「
、
仮
退
院
さ
せ
た
」
を
「
、
法
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
り
仮
退
院
さ
せ
た
」
に
、

「
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
届
出
書
」
を
「
そ
の
旨
」
に
、
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
届
け
出
な
け

れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
「
措
置
入
院
者
又
は
」
を
削
り
、
「
経
由
し
な
け

れ
ば
」
を
「
経
由
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
補
則
）

第
十
条

法
、
令
、
省
令
及
び
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及
び
こ
の
規
則
の
施
行
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
を
削
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
十
九
号
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
衛
生
事
務
に
関
す
る
知
事
の
権
限
を
保
健
所
長
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

２

衛
生
事
務
に
関
す
る
知
事
の
権
限
を
保
健
所
長
に
委
任
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
秋
田
県
規

則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
五
十
四
号
中
「
第
十
条
第
三
項
（
第
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」

を
「
第
八
条
第
二
項
」
に
、
「
仮
退
院
者
再
入
院
届
出
書
」
を
「
仮
退
院
さ
せ
た
措
置
入
院
者
の

５
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再
入
院
の
届
出
」
に
改
め
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

県
の
衛
生
関
係
施
設
の
使
用
料
並
び
に
手
数
料
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
七
十
三
号

県
の
衛
生
関
係
施
設
の
使
用
料
並
び
に
手
数
料
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

県
の
衛
生
関
係
施
設
の
使
用
料
並
び
に
手
数
料
徴
収
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
秋
田
県
規
則

第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
削
る
。

第
一
条
の
見
出
し
を
「
（
使
用
料
及
び
手
数
料
の
額
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
県
の
衛
生
関
係
施

設
の
使
用
料
並
び
に
手
数
料
徴
収
条
例
（
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
及
び
」
を
「
条
例
」

に
改
め
、
「
（
以
下
「
使
用
料
等
」
と
い
う
。
）
」
及
び
「
種
類
及
び
」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
条

と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
県
の
衛
生
関
係
施
設
の
使
用
料
並
び
に
手
数
料
徴
収
条
例
（
次
条
及
び
第

五
条
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
検
査
等
の
申
請
手
続
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
衛
生
上
の
検
査
」
を

「
県
の
衛
生
関
係
施
設
（
以
下
単
に
「
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
検
査
、
処
理
等
」
に
、
「
も

の
」
を
「
者
」
に
、
「
検
査
委
託
申
請
書
（
様
式
第
一
号
又
は
様
式
第
二
号
）
又
は
温
泉
分
析
委
託

申
請
書
（
様
式
第
三
号
）
を
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
当
該
」
に
、
「
但
し
」
を

「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を
「
（
検
査
成
績
書
の
交
付
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
検
査
を
」
を

「
検
査
、
処
理
等
を
」
に
、
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
に
、

「
検
査
申
請
者
」
を
「
検
査
、
処
理
等
の
申
請
を
し
た
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を
「
（
使
用
料
及
び
手
数
料
の
免
除
の
申
請
手
続
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
又
は
手
数
料
」
に
、

「
使
用
料
等
減
免
願
書
（
様
式
第
四
号
）
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
補
則
）

第
六
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
の
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

一
　
使
用
料

二
　
手
数
料

６

区
　
　
　
　
　
分

診

療

使
　
　
　
用
　
　
　
料
　
　
　
の
　
　
　
額

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
九
十
二
号
）
に
基
づ
き
算
定
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ

て
得
た
額
（
そ
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き

は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

細
菌
等
の

検
査

食
品
等
の
成
分
規
格
検
査

一
般
細
菌
数
検
査

大
腸
菌
群
検
査

食
中
毒
原
因
菌
検

査細
菌
培
養
同
定
検

査腸
管
出
血
性
大
腸

菌
検
査

一
成
分
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
、
一
三
〇
円

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
〇
〇
円

一
　
定
性
検
査
　

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
〇
〇
円

二
　
定
量
検
査

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
八
七
〇
円

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
、
九
〇
〇
円

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
四
六
〇
円

一
　
糞
便

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
八
九
〇
円

二
　
食
品

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
三
六
〇
円

三
　
菌
株

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
八
〇
円

四
　
ブ
ロ
ー
ス
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様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

健
康
増
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
七
十
四
号

健
康
増
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

健
康
増
進
法
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
中
「
給
食
施
設
栄
養
指
導
票
」
を
「
指
導
票
」
に
改
め
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
特
定
給
食
施
設
の
届
出
）

第
三
条

法
の
規
定
に
基
づ
く
次
に
掲
げ
る
届
出
は
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
給
食
施
設
の
事
業
の
開
始
の
届
出

二
　
法
第
二
十
条
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
特
定
給
食
施
設
の
事
業
の
変
更
の
届
出

三
　
法
第
二
十
条
第
二
項
後
段
の
特
定
給
食
施
設
の
事
業
の
休
止
又
は
廃
止
に
係
る
届
出

第
五
条
中
「
五
月
及
び
十
一
月
」
を
「
六
月
」
に
、
「
特
定
給
食
施
設
栄
養
報
告
書
」
を
「
報
告

書
」
に
、
「
こ
れ
ら
の
月
の
翌
月
十
日
」
を
「
翌
月
二
十
日
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
に
お
い
て
準
用
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
を
削
る
。

７

医
薬
品
、

医
薬
部
外

品
、
化
粧

品
、
衛
生

材
料
、
毒

物
、
劇
物

等
の
試
験

診
断
書
の
交
付

証
明
書
の
交
付

検
査
成
績
書
の
謄
本
の
交
付

ウ
イ
ル
ス
検
査

細
菌
等
の
遺
伝
子

解
析

日
本
薬
局
方
等
に

基
づ
く
試
験

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
九
八
〇
円

一
　
分
離
同
定
検
査

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
四
六
〇
円

二
　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
検
査

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
六
九
〇
円

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
五
〇
〇
円

一
　
性
状
試
験

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
八
八
〇
円

二
　
示
性
値
試
験

一
項
目
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
四
〇
円

三
　
確
認
試
験

一
項
目
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
七
四
〇
円

四
　
純
度
試
験

一
項
目
に
つ
き
一
〇
、
四
八
〇
円
（
分
離
操
作
等
の

前
処
理
を
必
要
と
す
る
試
験
又
は
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ

フ
、
高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
等
の
高
度
な
分
析
機

器
を
使
用
す
る
試
験
以
外
の
試
験
（
第
七
号
に
お
い
て

「
簡
単
な
試
験
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
四
、
一

〇
〇
円
）

五
　
乾
燥
減
量
試
験

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
九
八
〇
円

六
　
強
熱
残
分
試
験

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
二
一
〇
円

七
　
定
量
試
験

一
項
目
に
つ
き
二
三
、
九
七
〇
円
（
簡
単
な
試
験
に

あ
っ
て
は
、
九
、
四
五
〇
円
）

八
　
微
生
物
学
的
試
験

（一）

発
熱
性
物
質
試
験

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
七
七
、
九
五
〇
円

（二）

無
菌
試
験

一
件
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
〇
円

そ
の
他
の
試
験

九
　
そ
の
他
の
試
験

一
項
目
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
五
、
八
四
〇
円

実
費
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
試
験
項
目
ご
と
に
そ

の
都
度
施
設
の
長
が
定
め
る
額

一
通
に
つ
き
七
三
〇
円
。
た
だ
し
、
同
一
内
容
の
診
断

書
、
証
明
書
又
は
検
査
成
績
書
の
謄
本
を
二
通
以
上
交
付

す
る
と
き
は
、
二
通
目
か
ら
は
、
一
通
に
つ
き
二
〇
〇
円

と
す
る
。
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附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
訓
令
第
七
号

庁
　
中
　
一
　
般
　

各

地

方

機

関

官
報
掲
載
及
び
出
版
物
送
付
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

官
報
掲
載
及
び
出
版
物
送
付
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令

官
報
掲
載
及
び
出
版
物
送
付
規
程
（
昭
和
二
十
五
年
秋
田
県
訓
令
甲
第
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
議
会
訓
令
第
一
号

事

務

局

一

般
　

秋
田
県
議
会
事
務
局
の
組
織
及
び
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
議
会
議
長
　
中
　
泉
　
松
之
助
　

秋
田
県
議
会
事
務
局
の
組
織
及
び
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

秋
田
県
議
会
事
務
局
の
組
織
及
び
事
務
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
年
十
月
一
日
制
定
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
四
項
中
「
等
」
の
下
に
「
並
び
に
児
童
手
当
の
受
給
資
格
及
び
額
の
認
定
等
」
を
加
え

る
。第

九
条
第
六
号
中
「
並
び
に
児
童
手
当
の
受
給
資
格
及
び
額
の
認
定
等
」
を
削
る
。

第
九
条
の
二
中
「
等
」
の
下
に
「
並
び
に
児
童
手
当
の
受
給
資
格
及
び
額
の
認
定
等
」
を
加
え

る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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訓
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